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C O N T E N T S

　

3
月
末
日
で
お
茶
の

水
女
子
大
学
を
退
職
し

た
。
大
学
は
出
戻
り
で

二
度
も
辞
令
を
頂
い
た

の
で
、
最
後
は
ひ
っ
そ

り
と
出
て
行
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
結
局

そ
う
も
い
か
ず
、
院
生
向
け
の
最
終
講
義
を
手

始
め
に
、
4
回
も
行
う
羽
目
に
な
っ
た
。

　

退
職
後
の
雑
事
の
途
中
に
、
気
に
な
っ
て
い

た
本
を
引
っ
張
り
出
し
た
。
岩
波
文
庫
か
ら
出

て
い
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
著
「
法
学
講
義
」（
水

田
洋
訳
）
で
あ
る
。
大
学
院
の
古
典
を
読
む
会

で
使
用
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ

れ
も
時
間
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
1
冊
。
訳

者
に
よ
る
と
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の

道
徳
哲
学
教
授
と
し
て
行
っ
た
法
学
講
義
の
、

学
生
に
よ
る
ノ
ー
ト
が
原
典
だ
。「
1
7
6
3

年
10
〜
12
月
の
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
る
直
前
、
大

学
最
終
講
義
と
み
て
間
違
い
な
い
」
と
い
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
は
「
国
富
論
」
の

執
筆
に
よ
り
、
学
説
史
上
「
経
済
学
の
祖
」
の

地
位
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
経
済
学
者
と
い

う
職
業
も
、
ス
ミ
ス
以
前
に
は
存
在
し
な
い
。

　

道
徳
哲
学
者
と
し
て
の
集
大
成
は
1
7
5
9

年
「
道
徳
情
操
論
」（
未
来
社
）
の
刊
行
で
あ

る
か
ら
、
最
終
講
義
の
4
年
前
に
な
る
。
こ
の

大
著
の
中
で
、
既
に
「
法
と
統
治
の
一
般
的
原

理
」
に
つ
い
て
の
新
た
な
著
作
を
予
告
し
て
い

る
。
そ
し
て
最
終
講
義
か
ら
13
年
後
の

1
7
7
6
年
に
ま
ず
「
国
富
論
」
を
誕
生
さ
せ
、

「
道
徳
情
操
論
」
6
版
の
前
書
き
で
、
予
告
が

部
分
的
に
完
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

残
る
の
が
「
法
学
」
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。

「
法
学
講
義
」
は
、
法
学
の
一
般
理
論
構
築
に

つ
な
が
る
部
分
と
経
済
学
に
展
開
さ
れ
る
部
分

か
ら
成
る
。
つ
ま
り
本
書
は
「
経
済
学
と
法
学

が
生
ま
れ
て
い
く
時
の
経
過
点
」（
訳
者
）
と

な
っ
て
い
る
。
構
成
は
、
第
1
部
が
司
法
序
論
、

公
法
学
、
家
族
法
、
私
法
、
契
約
な
ど
法
律
で

占
め
ら
れ
、
第
2
部
は
大
半
の
紙
数
が
生
活
行

政
（
現
在
の
経
済
学
の
内
容
）
か
ら
成
る
。
残

り
が
軍
備
、
国
際
法
で
あ
る
。

　

こ
の
ス
ミ
ス
の
最
終
講
義
内
容
は
、
2
4
0

年
余
り
の
時
を
隔
て
た
現
代
日
本
に
も
ぴ
っ
た

り
と
照
準
が
当
て
は
ま
る
か
ら
驚
き
だ
。
私
た

ち
の
市
民
生
活
は
過
度
の
市
場
経
済
化
で
ゆ
が

ん
で
し
ま
い
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
。
市
民
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
に
は
、
経
済
と
司

法
の
均
衡
が
今
こ
そ
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

遅
れ
て
い
た
司
法
の
力
を
市
民
に
届
け
る
こ
と
。

　

経
済
と
法
律
を
社
会
の
両
輪
に
と
願
っ
た
ス

ミ
ス
の
最
終
講
義
の
意
図
を
、
こ
こ
に
見
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の「
遺
言
」

法
テ
ラ
ス（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
）理
事　
篠
塚
英
子
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